
支
那
に
行
は
れ
た
文
學
、
淡
酒
な
書
風
・
清
雅
な
墨
型
を
賂
興
し

得
九
の
み
な
ら
す
、
叉
寺
院
制
度
を
も
輪
現
し
て
五
山
十
刹
を
設

置
し
、
安
國
寺
利
生
塔
を
建
立
し
、
更
に
膚
様
の
茶
會
が
日
本
化

さ
れ
喫
茶
の
風
習
ぎ
で
も
將
來
し
た
事
を
言
っ
た
黙
や
、
來
朝
明

人
の
た
め
に
蝶
刻
の
業
が
異
常
に
進
歩
し
た
事
、
蹄
化
明
清
人
が

我
が
下
付
に
貢
賎
し
た
事
を
力
宣
し
た
瓢
は
、
ま
た
本
書
の
長
所

で
あ
ら
う
。

　
政
治
方
面
に
關
し
て
は
、
忽
必
烈
が
我
國
に
途
つ
た
回
書
は
決

し
て
軍
な
る
和
親
修
交
の
み
の
も
の
で
は
な
く
，
我
國
に
封
ず
る

威
嚇
で
あ
り
暴
戻
で
あ
み
ミ
し
て
栢
原
氏
の
読
に
反
無
し
た
鮎
、

天
龍
寺
船
に
入
明
櫓
の
便
乗
す
る
も
の
も
多
く
、
ま
た
彼
地
の
高

卑
を
招
致
す
る
事
も
、
鴬
時
交
通
の
一
目
的
で
あ
っ
た
ミ
言
へ
る

鮎
等
、
列
舞
に
泊
雑
か
な
い
。
な
ほ
、
入
翌
翌
…
魔
表
ε
か
日
明
使

節
來
墨
画
魔
表
の
如
き
長
兄
表
を
随
所
に
入
れ
、
巻
末
に
年
表
並

索
引
を
附
せ
ら
れ
た
事
は
讃
者
を
し
て
理
解
を
容
易
な
ち
し
め
る

事
極
め
て
大
で
あ
っ
て
，
著
者
の
周
到
な
る
用
意
に
感
謝
す
る
も

の
で
あ
る
。
九
ジ
望
蜀
の
言
を
許
さ
る
・
な
ら
ば
、
蒙
古
襲
來
が

我
國
精
神
に
與
へ
た
影
響
S
か
、
倭
冠
ミ
秀
吉
の
海
外
経
螢
ご
の

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
紹
　
　
介

護
係
ミ
か
、
封
清
貿
易
に
よ
っ
て
輪
入
せ
ら
れ
た
西
洋
文
明
虐
か

い
ふ
方
面
i
そ
れ
は
本
書
の
直
接
目
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、

＝
冨
そ
れ
ら
に
鰯
れ
て
ほ
し
い
ε
思
は
れ
た
し
、
ま
た
家
元
文
明

の
輪
入
に
際
し
て
、
「
無
議
」
の
如
き
経
吉
書
の
將
來
せ
ら
れ
た
事

も
敏
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
（
鷹
番
六
七
三
頁
、
索
引
二
三
頁
、
口

糟
九
葉
ゐ
客
思
・
八
○
、
東
京
金
刺
芳
七
堂
畿
行
）
〔
以
上
中
村
〕
r

懸
高
　
島
　
郡
　
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
縣
高
島
郡
数
育
墨
客

　
近
江
高
島
郡
志
一
冊
分
て
三
篇
5
す
。
地
誌
、
滑
革
、
郡
治
こ

れ
な
り
。
本
文
一
一
三
一
頁
爲
眞
二
十
二
放
、
地
福
一
葉
よ
り
成

る
。
嘗
て
は
中
江
藤
樹
淺
見
綱
齋
馬
場
正
盛
暑
の
先
壁
を
生
め
る

郷
土
は
其
全
き
姿
に
診
て
世
に
示
さ
れ
た
る
な
り
。
三
浦
博
士
の

序
に
「
よ
く
本
郡
に
於
け
る
古
來
各
方
面
の
沿
革
を
提
要
し
殊
に

藩
治
隣
代
の
煩
蟄
な
る
税
制
、
入
ロ
の
蹟
減
、
明
治
以
來
の
念
激

な
る
業
革
等
に
至
る
迄
微
を
穿
ち
細
を
析
ち
て
歴
史
的
本
郡
の
眞

面
目
を
描
宿
す
」
ミ
い
へ
る
も
の
費
し
も
過
褒
ε
い
ふ
べ
か
ら
す
、

思
ふ
に
本
郡
の
如
き
は
湖
山
の
間
に
狭
小
な
る
地
積
を
占
め
山
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
三
（
一
四
三
）



　
　
　
　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
介

窮
地
湖
面
の
三
者
近
く
相
接
す
。
か
・
る
土
地
の
住
民
が
生
活
形

態
は
い
か
に
地
形
ミ
關
係
す
る
や
又
官
治
時
代
一
村
に
し
て
六
藩

に
分
轄
さ
れ
た
る
が
如
き
直
謝
な
る
行
政
上
の
分
離
關
係
は
い
か

に
事
野
上
の
隣
保
瀾
係
ミ
交
錯
し
影
響
せ
し
や
等
種
々
興
味
あ
る

竃
湯
は
本
書
に
よ
り
て
そ
の
解
決
を
求
む
る
事
容
易
な
り
。
而
も

こ
れ
ら
の
問
題
は
叉
日
本
面
的
が
過
去
に
於
け
る
生
活
様
式
の

一
類
型
を
示
す
も
の
ざ
し
て
蜀
に
本
郡
の
問
題
た
る
に
ε
掌
ま
ら

，
ざ
る
べ
き
な
り
。
　
（
菊
版
一
、
一
三
一
頁
、
非
単
品
、
印
刷
實
費

吋
○
・
○
○
、
滋
賀
縣
高
島
郡
敏
育
會
獲
行
）
〔
脆
薄
〕

働
飛
騨
史
料
維
薪
前
後
之
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
村
　
利
奉
編

　
本
書
は
編
者
が
選
言
蒔
田
の
膨
め
飛
騨
國
に
關
…
す
る
太
古
よ
り

明
治
に
至
る
史
料
を
集
め
た
る
も
の
・
内
、
元
治
元
年
正
月
よ
り

明
治
元
年
六
月
中
旬
に
至
る
ま
で
の
部
分
を
印
刷
に
附
し
た
も
の

で
、
編
次
の
艦
裁
は
『
大
日
本
史
料
』
に
倣
ひ
、
事
を
嶽
て
次
第
に

日
月
年
に
係
け
、
毒
煙
の
首
に
綱
文
を
置
き
次
に
史
料
原
文
を
列

載
せ
る
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
愛
郷
の
念
強
く
、
四
十
年
余
熱
心

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
魏
　
　
｝
閥
沼
　
（
一
四
圏
）

に
飛
騨
史
料
を
蒐
集
研
究
し
つ
Σ
あ
る
士
で
、
随
っ
て
本
書
所
載

の
史
料
は
多
方
爾
に
亘
り
可
な
り
豊
富
で
あ
っ
て
、
明
治
維
新
前

後
に
於
け
る
此
國
の
歌
況
を
知
ら
ん
「
こ
す
る
者
は
本
書
に
較
っ
て

多
大
の
便
盆
を
受
け
る
こ
噛
こ
か
叢
雲
る
。
但
し
聯
か
氣
附
い
た
鮎

を
云
へ
ば
、
史
料
ε
し
て
無
げ
ら
れ
た
も
の
・
中
に
難
誌
の
記
蓮

或
は
年
表
を
其
儘
引
載
し
て
あ
る
こ
ミ
で
、
例
へ
ば
明
治
元
年
正

月
九
日
條
及
び
四
月
十
八
日
條
の
『
歴
礎
地
理
』
、
三
月
九
日
條
の

『
明
治
大
年
表
』
の
如
き
が
そ
れ
で
、
是
れ
等
を
強
ひ
て
引
載
せ
ん

ε
な
ら
ば
参
照
の
部
に
入
れ
た
方
が
よ
か
ら
う
。
叉
明
治
元
年
五

月
二
十
四
日
田
安
壕
達
を
し
て
徳
川
宗
家
を
縫
が
し
め
、
是
日
駿

河
府
中
に
封
ず
る
條
の
史
料
ミ
し
て
『
明
治
大
年
表
』
だ
け
を
暴
け

て
あ
る
の
は
其
事
か
直
接
飛
騨
國
に
關
係
が
な
い
故
か
も
知
れ
ぬ

が
，
綱
文
を
立
て
る
以
上
は
、
や
は
り
太
政
宮
日
誌
其
他
も
つ
ミ

確
實
な
も
の
を
引
載
さ
れ
た
方
が
よ
か
ら
う
。
そ
れ
ら
は
兎
に
角

吾
入
は
斯
く
の
如
き
多
数
の
史
料
を
蒐
集
編
次
さ
れ
た
編
者
の
努

力
に
籍
し
て
は
十
分
の
敬
意
を
表
し
、
第
二
以
下
諸
編
の
績
刊

を
切
望
す
る
。
（
菊
版
八
〇
六
頁
、
飛
騨
史
談
會
刊
行
、
甘
甘
・
○

○
）


